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わるレベルの問題に至るま

観点からどのように理解し

，このような問題について

の上でどのような時代として

で，さまざまな次元で登場

，その変化の方向をどのよ

筆者のささやかな考えをま

位置づけるかについては，

第一は，人

とするもので

都市革命 精

文明革命の時

これに類し

これを人類史

にかけて）に
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類の発生に始まる人類文明史

ある。その典型は，伊東俊太

神革命 科学・産業革命とい

代，具体的に「環境革命」の

た見方として，現代の特質

における農業革命（農業社会

つぐ第三の技術革命（社会革命

な見方は， トフラー（

の長期の歴史の中で 世紀

郎氏の見方である。伊東氏

う人類文明史展開の理解を

時代と位置づけている。
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の到来），産業革命（産業社会

）の時代として位置づける見

）の『第三の波（

の「現代」を位置づけよう

は，人類革命 農業革命

前提として，現代を第六の

来）の時代としておさえ，

の到来。 世紀末から 世紀

解がある。

）』（ 年）以来，

一般に流布す

忠夫氏の「情

に掲載）のな

社会の到来

絶の時代（

見方は，近年

るようになったように思われ

報産業論」（当初『放送朝日』

かで示されている。また，上

，あるいはサービス社会の到

）』（

）』（ 年

ドラッカーが改めて『ポス

るが，同様の見方は，すで

年１月号に掲載され，さら
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来と置き換えれば， ドラ
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）にも共通にみられるもので

ト資本主義社会（

に 年に発表された梅棹

に『中央公論』 年３月号
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のような作業のための，基本
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命を超える新しい革命の時代

り返りつつ，いま私は，こ

いる。

的な組み立てを示してみよ
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型生産システム革新における
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「アジア太平洋」の役割
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「アジア太平洋の時代」の到

降，アジアの経済成長とそれ

の人類文明史上の位置とそ

挑戦

世紀は「アジア太平洋の時

来ということについて触れる

を基礎にした社会変化は，

の歴史的課題

代」

。

多くの人々の歴史認識を大

きく覆すもの

は，多分 世

展開したヨー

アだけの責任

発展はその多

る近代資本主

前には，アジ

であった。それまでは，「停

紀以降，一方では産業革命を

ロッパおよびアメリカが，ア

であったわけではなく，一方

くがアジアの犠牲において実

義の発展の結果でもあった。

ア地域は経済的にも文化的に

滞するアジア」がアジアを見

弾みにして急速な経済発展

ジアをみる共通の眼であっ

における欧米の経済発展と

現したものであり，アジア

事実，アジア地域が欧米諸

も世界の最先進地域であっ

る常識であった。「停滞」

がすすみ，社会の近代化が

た。もとより，これはアジ

表裏の関係であり，欧米の

の「停滞」は，欧米におけ

国の植民地となる 世紀以

た。

第二次世界

的な「停滞」

アジアの諸国

ター」と呼ば

といわれるよ

このような

大戦後，アジアの植民地が欧

は続いた。しかし，戦後日本

，諸地域が連鎖的に急速な経

れるようになった。そして，

うになったわけである。

アジア地域の経済発展は，そ

米先進国からの政治的独立

の経済高度成長を引き金に

済成長を開始し，一転して

年代に入ると， 世紀

れまで大西洋を挾んだヨー

を果たした後も，その経済

して，とくに 年代以降，

アジアが世界の「成長セン

は「アジア太平洋の時代」

ロッパとの関係を世界戦略
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の重点において

ことにもなった

の時代」である

立命館経済

いたアメリカ合衆国の政策の

。このようなアメリカ合衆国

という認識を強めるものであ

学（第 巻・第６号）

重点を，太平洋とアジア地域

の世界戦略の動きもまた，

った。

に大きくシフトさせる

世紀は「アジア太平洋

いずれにして

「アジア太平洋

２．「アジア

しかし，この

年，アメリカ合

ン教授が雑誌

も， 年代になると，世

の時代」の到来が実感をもっ

経済の成長は幻」か

頃，一人の経済学者がこのよ

衆国の著名な経済学者である

『フォーリン・アフェアーズ』

界の舞台でアジア地域の存在

て理解されるようになった。

うな見方に対して，強烈な冷

，マサチューセッツ工科大学

に「幻のアジア経済」という

が大きなものとなり，

や水をあびせた。

のポール・クルーグマ

論文を発表し，アジア

経済の発展は生

アジア経済の成

れ破綻せざるを

この論文が話

けにして，アジ

して大きな混乱

「やはりアジ

授の 年の予

産性の上昇を伴わない幻の成

長は資源の投入だけに依存す

えないものである，というの

題になってまもなく， 年

ア全域が通貨危機，経済困難

に陥った。

ア経済の成長は幻だったのか

言が的中したかの感を抱かせ

長であり，長続きはしないも

る，旧ソ連型の経済成長と同

がクルーグマン教授の主張で

に，承知のように，タイ国で

に見舞われ，アジアは経済の

。」この出来事は，人々に，い

るものであった。それまでア

のである，と主張した。

質のものであり，いず

あった。

の通貨の下落をきっか

みならず，社会全体と

かにもクルーグマン教

ジア経済の成長がどこ

までも続くかの

アジア経済の成

通しを語るよう

かというのが，

少し私事にわ

導する大分県の

命館アジア太平

ような楽観的な論調を展開し

長はもう終焉した，もはや立

になった。立ち直るにしても

当時の平均的な見通しであっ

たるが，当時，私自身も役員

協力をえて， 年４月に大

洋大学（ ）」を開設する

ていた一部の経済評論家たち

ち直れないのではないか，と

，最低５年位，あるいは 年

た。

を務めていた学校法人立命館

分県で，日本では初めての

準備を開始したところであっ

は，今度は一転して，

いうような悲観的な見

位はかかるのではない

が，平松守彦知事が主

本格的な国際大学，「立

た。この大学は，学生

の半数，１学年

であった。その

の人々は，この

しかし，計画

済危機は，確か

多分３年後の

と楽観的に考え

名のうちの 名を，アジ

ような時期にちょうどあのよ

画期的な国際大学の計画の成

を推進していた学校法人立命

に未曾有の深刻な危機である

年，つまり の開学の

た。

アを中心に，全世界から招こ

うな強烈なアジアの経済困難

り行きを大いに危惧した。

館や大分県，別府市の関係

。しかし，そんなに遠くない

時期には，アジア経済は回復

うとする画期的な計画

に遭遇したので，周り

者は，「今次のアジア経

時期に必ず回復する。

軌道に乗るであろう」

大事業の遂行

ならなかったが

力であった。た

長能力を使い果

よって着実に高

域での経済制度

に責任をもつ私たちは，自分

，私たちの楽観的な展望をさ

しかにアジア経済は今回深刻

してしまった結果ではない。

まってきている。今次の経済

，金融制度や法的な基盤整備

たちを励ますためにも楽観的

さえたのは，アジア経済のも

な危機に陥ったが，これは決

またアジア地域における生産

危機は，むしろ，これまでの

が追いついておらず，これが

な展望を持たなければ

つ絶大な潜在的成長能

してアジア地域での成

性も人材の能力開発に

急速な成長にアジア地

経済の破綻を招いてし

（ ）



まったのであ

長能力を掘り

そして，実際

「 世紀」の

る。したがって，この危機を

起こして新たな成長軌道に乗

に３年後，つまり が開

歴史的位置をめぐって（坂本）

乗り越えた暁には，アジア

ることができる，というの

学を迎える 年には，アジ

経済はまだ潜在している成

が私たちの確信であった。

ア経済は，完全復活とま

ではいかなく

った。

たしかに，

め， が

り始めている

承知のよう

きている。そ

ても，新しい成長軌道に乗り

危機以後２年余りを経過した

開学する 年を迎えるころ

のを実感するようになってき

に，さらに 世紀に入ると，

の第一はなんといっても中国

始めるのではないか，とい

年半ばから，アジア経

から，多くの人々がアジア経

た。

アジア地域での新たな経済

の目覚しい経済成長である

うのが私たちの見通しであ

済は回復の兆しを見せはじ

済が新しい成長軌道に乗

発展が目立つようになって

。年率７％を超える経済成

長が依然とし

会変化は瞠目

れようとして

中国のみで

成長軌道を

つあるように

もちろん，

らないことも

て続いている。特に，上海，

すべきものがある。さらにこ

いるのをみると，中国での経

はなく，韓国も， 年代末

走り始めている。また

みえる。

いったん回復軌道に乗ったと

心得ておかなければならない

大連，広州などの沿海部で

れから，内陸部での経済発

済発展は当分続くとみられ

のあの深刻な経済危機を急

の各国でも，新たな経済成

しても，必ずしもそれが一

。しかし，アジア経済はこ

の，この間の経済発展と社

展が国家政策として推進さ

る。

速に回復して，現在新たな

長の連鎖反応が起こりつ

本調子で続くものとはかぎ

のような浮沈を経験しなが

らも， 世紀

いかと，私は

また，アジ

ることになり

経済成長を背

３．「アジ

のこれから数十年，大局的，

考える。

ア経済は 年代末の危機を

，新たな成長の段階を迎えて

景にして， 世紀はやはり

ア太平洋文明」到来の可能性

長期的には成長基調を持続

克服することによって，よ

いるのではないか。そして

「アジア太平洋の時代」とな

することが可能なのではな

り強固な成長体質を獲得す

，このような新たな段階の

りうると，私は考える。

しかし，私

洋地域の存在

きな歴史的意

大きな段階を

る。そして，

太平洋地域の

人類文明の

は，来るべき「アジア太平洋

が世界全体，地球全体のなか

義をもっていると考える。結

画する「アジア太平洋文明」

このような人類文明史的な見

経済成長への積極的な見通し

発祥は，周知のように，今日

の時代」は，単に経済の発

で大きく浮上するというこ

論からいうと，それは人類

の可能性を秘めているので

通しが，逆に上にのべたよ

の背景ともなっている。

より約 年以前，ユーラ

展を背景にしてアジア太平

とに止まらない，もっと大

文明の歴史における一つの

はないか，ということであ

うな 世紀におけるアジア

シア大陸において踵を接し

て誕生したと

人類文明は

思われる。

その一つは

に西方に遷移

中心舞台は次

されるメソポタミア，エジプ

それ以後，大局的にみるとそ

，主としてメソポタミア文明

していった動きである。それ

第に地中海周辺に移り，ここ

ト，インダス，中国の四大

の中心舞台を２つの方向で

，エジプト文明を出発点と

らの古代文明はユーラシア

でギリシャ・ローマ文明，

文明に遡る。

展開していっているように

して，その中心舞台が次第

大陸に発祥した後，文明の

さらにアラビヤ文明が展開

（ ）



した。その後，

てのヨーロッパ

ヨーロッパ・ア

立命館経済

さらに舞台はヨーロッパと大

文明が展開することになった

メリカ文明として展開をみせ

学（第 巻・第６号）

西洋に移り， 世紀以降ここ

。それは間もなくアメリカ大

ることになった。こうしてヨ

で，まず近代文明とし

陸を巻き込み，さらに

ーロッパとアメリカ合

衆国によって築

もう一つの方

中心舞台が遷移

つまりアジアの

や東南アジア，

の文明が展開し

このような人

かれた近代文明は，今日まで

向は，主としてインド文明と

するというよりは，それを古

各地域に拡大し，地域毎に多

西南アジアの地域では，イン

てきたことは，よく知られて

類文明の大きな流れの上に，

世界の文明のあり様を主導し

中国文明，とくに中国文明の

代文明発祥の地が引き継ぎつ

様な文明が展開していった。

ド文明や中国文明の影響を受

いるとおりである。

今日，さらに新しい動きが現

てきている。

動きである。これらは，

つ，その影響が周辺，

韓国，日本，ベトナム

けつつ，それぞれ独特

れつつあるように思わ

れる。 年代

地域の存在が世

世紀末以降，大

ア太平洋地域を

うのが私の考え

すなわち，こ

域を舞台に改め

一方での，

以降，すでにのべたようなア

界史の舞台で大きく浮上して

きな転換期を迎えつつある。

主要な舞台として新たな展開

である。

れまで２つの方向で進化を遂

て大きな融合を遂げる可能性

年の長い伝統をもつ中国，イ

ジアの急速な経済発展を背景

くることになった。他方，欧

このような状況のなかで，人

を示す可能性が生じてきてい

げてきた人類文明の大きな流

が生じてきている，というこ

ンド文明を発祥とするアジア

にして，アジア太平洋

米型の近代文明も，

類文明は，さらにアジ

るのではないか，とい

れが，アジア太平洋地

とである。その特徴は，

の諸文明の蓄積と，他

方，西方への中

ーロッパ，アメ

合」を起こすと

の歴史ではみら

ある。

こうして，

のような「東西

心舞台の遷移のなかで進化を

リカ発祥の近代の産業文明

いうことである。そして，そ

れなかった新しい特徴をも

世紀が「アジア太平洋の時代

文明の融合」としての「アジ

遂げてきた人類文明の成果で

がはじめて本格的に出会い，

こで展開が期待されるものは

つ文明，「アジア太平洋文明」

」といわれる状況は，さらに

ア太平洋文明」の展開という

ある， 世紀以降のヨ

いわば「東西文明の融

，これまでの人類文明

と呼ばれるべきもので

その底流には，実はこ

，人類文明史における

新しい展開の可

４．「アジア

ここで大切な

文明」は実は私

うことである。

なるよう期待す

能性と結びついているのであ

太平洋文明」の課題

こと，留意しなければなら

たちアジア太平洋地域に住む

ましてそれが人類文明の歴史

るとすれば，私たちの大きな

る。

ないことは，「アジア太平洋の

ものが手を拱いていては実現

において後世の人々が高い評

創造的努力が必要となる。ま

時代」，「アジア太平洋

するものではないとい

価を下すようなものに

た，そのように私たち

に課せられてい

の構築を求める

ここでさらに

「アジア太平

どのような課題

結論的にいえ

る文明史的な課題を解明す

ことにもなる。

，この点について考えてみる

洋文明」が人類文明史のうえ

を担うことが必要なのか。

ば，「アジア太平洋文明」の

ることが，「アジア太平洋学」

。

で本当に歴史的評価を得られ

価値は，今日人類が解決を迫

という新しい学問分野

るものとなるためには，

られている様々な人類

（ ）



的課題に対し

今日，周知

ともなう貧困

「 世紀」の

てどのような貢献ができるか

のように私たちは，地球環境

問題，さらに持続的経済成長

歴史的位置をめぐって（坂本）

に懸かっているということ

の保全，資源とエネルギー

，平和秩序，社会の情報化

である。

の問題，人口問題とそれに

などの新しい社会システム

の問題など，

や個々の地域

る。これら

ジア太平洋文

人類的解決

質汚染，環境

来の産業化と

さまざまな人類史的な課題の

の範囲内では解決不可能な，

世紀が直面する人類的課題の

明」の最大の基本課題である

課題という場合，その最大の

ホルモンなどの地球環境保全

都市化の進展のなかで，地球

解決を迫られている。それ

いわば地球レベルでの解決

解決のためにどのような貢

。

課題は，なんといっても地

の問題と，資源・エネルギ

の自然環境の破壊が急速に

らはいずれも，個別の国家

を求められている課題であ

献ができるか。これが「ア

球温暖化，大気・土壌・水

ーの問題である。 世紀以

すすみ，人類が生存を続け

るための地球

の人々の共通

から高い歴史

り出したこ

かかっている

地球環境保

してのアジア

ことである。

環境をどのように保全するか

認識である。「アジア太平洋

的評価をえることになるかど

の難問に対して，「アジア太平

，といっても過言ではない。

全の問題について重要なこと

太平洋地域が，地球上のどの

さらにこれからの経済発展を

が今日緊急の問題となって

文明」が歴史上の一つの固有

うかは，まずなによりもこ

洋文明」がなんらかの解決の

は，とくに世界の多人口地

地域にも増してこの問題で

前提にすると，この地域で

いることは，すでに全世界

の文明として後世の人々

れまでの近代産業文明が作

途を示しうるかどうかに

域，しかも人口急増地域と

深刻な状況におかれている

は地球環境問題と資源・エ

ネルギー問題

そ，先進的に

この課題の

て市民組織に

自然環境汚

つ技術の開発

ーのための様

がもっともっと深刻な状況を

この難問に解決の途を示して

解決のために，これまで，国

よる努力が積み重ねられてき

染の防止や資源のリサイクル

も様々な角度からすすんでい

々な新しいライフスタイル創

迎えることが予想される。

いくことが，その歴史的使

連をはじめ，世界中の心あ

ている。

，エネルギー効率の向上な

る。また，市民生活レベル

造の努力もすすんでいる。

したがって，この地域でこ

命であるといえる。

る多様な組織や機関，そし

ど，この課題の解決に役立

では，省資源・省エネルギ

しかし，こ

の破壊がすす

それでは，

この地球環

それは，だれ

スを実現可能

これについ

れまでのところでは，人間社

んでいるというのが実情であ

これをどうしてくい止めるの

境保全の問題と資源・エネル

が考えても，「資源循環型社

な取り組みのビジョンとして

ては，私たちはまだまだ試行

会での努力よりもはるかに

る。

か。

ギー問題に対する理念的な

会」の構築である。問題は，

，いかに提案できるかとい

錯誤の段階である。

早い速度で地球の自然環境

結論は，すでに明確である。

それに至るまでのプロセ

うことである。

私は，この

提示すべきで

なら，企業は

ぐ要の位置に

対して，今日

これはまた

点については，今日，まずだ

あると考える。また企業こそ

もの作りやサービスの提供活

存在する組織であるからであ

社会はそのような役割を先進

，企業にとっても， 世紀の

れよりも世界の先端企業が

がそれを果たせる立場にあ

動をとおして，地球の自然

る。そして，そのような位

的に果してくれることを期

グローバル化した厳しい競

積極的なビジョンと戦略を

るということである。なぜ

環境と人間の消費活動を

置にあるからこそ，企業に

待している。

争市場を生き抜いていくた
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めに不可欠な課

略をめぐって，

私はこの点で

立命館経済

題である。いま世界の企業は

その本来の強さを試されてい

，特に「ものづくり」に関す

学（第 巻・第６号）

，このような地球環境保全と

るということもできる。

る一つの具体的な動きに注目

資源・エネルギーの戦

したいと思う。それは，

新しい「資源循

地球環境保全

の「リサイクル

もとより，この

費されたものの

このような反

ムの開発が話題

環型生産システム」を開拓し

と資源・エネルギー問題のゴ

」のための努力がさまざまな

努力が持つ意義は大きなもの

結果の処理をめぐる努力であ

省のうえに，近年，「逆工場

となっている。これは，製品

ようという動きである。

ールである循環型社会の構築

形ですすめられていることは

がある。しかし，その限界は

る，ということである。

（インバース・マニュファクチャ

コンセプトやその販売方法，

にむけて，今日，資源

，周知のとおりである。

，それがあくまでも消

リング）」というシステ

消費システムを設計す

る段階から資源

的現実性を追求

この点につい

るので，ここで

これまで，主

の問題は，決し

自治体や様々な

ればならない。

循環型の生産システムを目指

していくことが，これからの

ては，次項 で， 世紀型生

はこれ以上立ち入らない。

として企業の役割について強

て企業にのみその積極的役割

非営利組織，そして消費者と

企業からの積極的な環境戦略

そうとするものである。この

企業にとっての重要な課題で

産システムの改革に関わって

調した。しかし，地球環境保

を課すべきものではない。企

しての市民もまた，それぞれ

は，これらの組織や機関，市

ようなシステムの経営

はないかと考える。

，改めて具体的にのべ

全と資源・エネルギー

業とならんで，政府・

固有の役割を担わなけ

民の積極的な支援なし

には，挫折を余

非営利組織，市

いずれにして

た最大の課題で

明」が生まれる

わなければなら

ような解決の途

儀なくされるであろう。この

民の間の連携した取り組みが

も，地球環境保全と資源・エ

ある。もし， 世紀にアジア

可能性があるとすれば，この

ないのである。そして，「ア

を示しうるかに懸かっている

問題の解決のためには，企業

不可欠である。

ネルギーの問題は， 世紀に

太平洋地域を舞台に新しい

文明はなによりもこの問題の

ジア太平洋文明」の歴史的価

と考える。

，政府・自治体，各種

おいて人類に課せられ

文明，「アジア太平洋文

解決という難問を背負

値は，この難問にどの

５．人類文明

――

このように私

文明史の上でど

代表的な理解の

史における「アジア太平洋文

「科学革命」の時代から「環境

たちが 世紀に迎えようと

のような位置をしめる文明な

なかで確認してみる。

明」

革命」の時代へ

している新しい文明，「アジア

のか。つぎに，このことを，

太平洋文明」は，人類

人類文明史についての

伊東俊太

もとより人類

開を，それを特

るのは，伊東俊

人類文明史をつ

第一の段階は

郎氏の人類文明史理解

文明史についても論者によっ

徴づけるエッセンスによって

太郎氏の段階区分である（同

ぎにように段階区分している

，「人類革命」である。これ

てさまざまな理解がある。こ

みようとする見方を取り上げ

氏『文明の誕生』講談社学術文

。

は，人類史の出発点である。

こでは，文明の画期展

てみる。それを代表す

庫， 年）。伊東氏は，

最近の研究を総合すれ

（ ）



ば，これは，

第二の段階

年から 年

「 世紀」の

いまからほぼ 万年位前に

は，人類による農耕の開始を

位前のことである。その先進

歴史的位置をめぐって（坂本）

東アフリカで起こったとされ

意味する「農業革命」であ

地域は，最近の研究では，

ている。

る。これは，いまから１万

西アジア（パレスチナ，メソ

ポタミア），東

カ（ニジェー

第三の段階

のことであ

れて，都市文

いるところで

あり，それら

南アジア（大陸部沿岸），南中

ル河上流）の５つの地域とされ

は，都市の形成を意味する

る。「農業革命」の成功の結果

明がつくられた。この「都市

は，メソポタミア，エジプト

が四大文明として知られてい

国（長江流域）メソアメリカ

ている。

「都市革命」である。これは

生じた余剰を基礎に，都市が

革命」が先駆的に起こった

，インダス，中国の，ユー

ることは周知のとおりであ

（メキシコ周辺），西アフリ

，いまから 年前

形成され，文字が発明さ

のが，これまで確認されて

ラシア大陸の４つの地域で

る。

第四の段階

ら

の先駆地域で

百家の思想の

第五の段階

文明，産業文

これは，世界

さらに 世紀

は，普遍的な宗教や高度の哲

年前（紀元前 年前）に

起こった。旧約聖書の予言者

相次ぐ出現などがそれであり

は，いわゆる近代科学の出現

明への出発点となったもので

史における近代文明の原点と

後半以降いわゆる「情報革命

学の成立を示す「精神革命

，中東（イスラエル），ギリシ

の思想，ギリシャの哲学，

，これは，人類の大きな精

を意味する「科学革命」で

あり， 世紀の西欧に先駆

なった。その後 世紀後半

」が進んでいるが，これら

」である。これは，いまか

ャ，インド，中国の４つ

六師やブッタの思想，諸子

神的転換期をなした。

ある。これは，現代の科学

的に起こったものである。

に「産業革命」が起こり，

も大きくは 世紀に始まる

「科学革命」

伊東氏は，

在では，この

を露呈し，

う」とし，こ

ほかならぬ

うよりも，そ

の流れの中にあるものと考え

これまでの人類文明史の画

世紀以来の近代の科学技術

人類はさらにもう一つの新し

の文明の第六の変革を「環境

『地球環境問題』である。『環

のすべての問題の根底にあり

られている。

期を以上のように区分したう

文明史がゆきつくところま

い文明への途を求めてそれを

革命」としている。そして

境問題』は，現代文明がかか

，これによって政治も経済

えで，「 世紀に向かう現

でゆき，むしろ一つの限界

模索しつつあるといえよ

，「その引き金となるのは，

えている一つの問題とい

も科学技術も倫理も哲学も

大きく変換

編『比較文明

「アジ

以上が伊東

にのべたよう

この点は，

しなければならなくなるとい

を学ぶ人のために』世界思想社，

ア太平洋文明」の人類文明史

氏の人類文明史の段階区分で

な私のいう「アジア太平洋文

すでにのべてきたことから，

ったものである」（伊東俊太郎

年，第１章）とのべている

的位置

あるが，このような人類文

明」の到来はどのように位

おのずからあきらかであろ

「比較文明学とは何か」同氏

。

明史の理解との関連で，上

置づけられるか。

う。

すでに主張

ジア太平洋

な解決課題，

太平洋文明」

他方，伊東

革命」の段階

したように， 世紀に展開す

の時代」「アジア太平洋文明」

中でも地球環境問題である。

の実現を語るわけにはいかな

氏は長い人類文明史の流れの

から，さらに新しい「環境革

ると予想される，また展開

の最大の課題は，今日私たち

この課題に挑戦することな

い。

中で，私たちは今， 世紀

命」の段階を迎えようとし

させなければならない「ア

が直面している人類史的

しには，私たちは「アジア

以来の「科学革命」・「産業

ている，とのべている。と

（ ）



いうよりも，も

伊東氏は，今

討され，変革さ

立命館経済

っと積極的に，このような新

日，「 世紀の『科学革命』

れなければならないのである

学（第 巻・第６号）

しい段階を迎えなければなら

にはじまる近代科学期文明史

」ということから出発し，そ

ない，と主張している。

のあり方がすべて再検

のために， 「科学技

術」のあり方，

検討を主張する

まず「科学

のための知識」

技術」として目

それを支え

た「機械論」的

それを支える「世界観」，

。

技術」のあり方については，

，自存的な体系ではなく，人

標を定めなければならない，

る「世界観」については，

な世界観から脱して，宇宙の

そしてさらに， その根本に

「科学技術」は単なる科学者

間の生，地球の存立にかかわ

という。

世紀の「科学革命」以来「科

すべてを生ける自己組織系の

ある「文明概念」の再

集団の自閉的な「知識

る「生存のための科学

学技術」の発展を支え

「生世界」として捉え

直し，人間も地

さらに「文

する偏向から脱

ければならない

そして，この

題なのであり，

という（伊東俊

こうしてみる

球，自然の一環として共生す

明概念」については，近代に

却し，外的，物質的なものか

と主張する。

ような再検討，発想の転換を

このような課題に挑戦するの

太郎，同上論文）。

と，今日の地球環境問題の解

るという世界観への転換を主

おける物的な豊かさ，利便さ

ら，より内面的，精神的なも

求めているものの根源にある

が，人類文明史における「環

決への挑戦を最大の課題とす

張する。

，快適さだけを尺度と

のへと転換していかな

のが今日の地球環境問

境革命」の意義である

るという「アジア太平

洋文明」の到来

りと一致するも

境革命」の展開

平洋文明」の展

６．アジア太

ところで，

は，まさに人類文明史におけ

のである。このことをさら

においては，アジア太平洋地

開こそがその主導性を発揮し

平洋地域は「環境革命」の時

世紀に，私たちのアジア太平

る新しい段階としての「環境

に展開すれば，人類文明史に

域における東西文明の結合，

なければならないということ

代を拓くことができるか

洋地域は，実際に人類文明史

革命」の課題とぴった

おける新しい段階，「環

融合による「アジア太

になる。

上の「環境革命」の時

代を拓くことが

結論的にいえ

いま地球上でこ

それは，まず

である。日本は

れた。その結果

が成立し，産業

できるだろうか。

ば，それは日本の技術力，企

の課題を先導的に担える可能

第一に，日本が現在，「環境

周知のように，戦後高度経済

，「公害対策」が政策課題と

廃棄物の垂れ流しを法的に規

業力に懸かっているというこ

性が最も高い国が，日本であ

保全」と「環境技術」の最先

成長期にその「負」の産物と

してクローズアップし，

制する動きが本格化すること

とである。また現実に，

る。

進国であるということ

して深刻な公害に襲わ

年，「公害対策基本法」

になった。このような

環境汚染に対す

各種の環境汚染

に引き上げた。

また 年代

深刻なエネルギ

立するこができ

る国民的な厳しい目を背景と

物質回収技術，無公害化技術

初頭の「石油ショック」に直

ー環境を背景に，企業の真剣

た。そしてそれがまた，日本

して，日本では世界のどこも

が開発され，実際に日本の環

面し，エネルギー資源に恵ま

な努力の結果，世界に冠たる

の環境保全に大きく貢献する

追随を許さない優れた

境保全レベルを世界一

れない日本の置かれた

省エネルギー技術を確

ことになった。

（ ）



今日，発展

うとしている

ー技術は，こ

「 世紀」の

途上諸国はアジア太平洋地域

のをみるとき，その過程で先

れらの諸国もいずれ直面する

歴史的位置をめぐって（坂本）

を中心に，これまで日本が

進的に日本が蓄積してきた

課題の解決に大きく寄与す

辿った経済成長の道を歩も

環境保全技術，省エネルギ

ることになる。

さらに，

発電，燃料

離・固定化技

世界をリード

められる「環

第二に，日

ベルでの改革

世紀を迎えて，脱化石エネル

電池の技術，地球温暖化対策

術などの重要環境技術の開発

しているという現実がある。

境革命」を拓く上で大きな可

本が環境問題発生の最も大き

力において，依然として世界

ギー資源の切り札と目され

のブレークスルーと期待さ

において，多くの専門家が

これは，私たちのアジア太

能性と展望を与えてくれる

な源である「ものづくり」

をリードする力をもってお

る太陽光発電やバイオマス

れる二酸化炭素（ ）分

認めるように，日本は現在，

平洋地域が人類文明史上求

ものである。

の世界，生産システムのレ

り，実際にその努力が現在

世界的に着実

たような，個

り」の世界，

「環境革命

それが単純な

多くの人々が

携のもとで，

いずれにし

にすすんでいるということで

々の課題に即した技術レベル

生産システムのレベルでの対

」実現につながる生産システ

大量生産システムを超える

同意するところである。この

具体的にどのような努力がす

ても，日本は戦後これまで

ある。今日の環境問題の解

の対応と同時に，環境問題

応が不可欠である。

ム革新という場合，そのグラ

「資源循環型生産システム」

ような新しい生産システム

すんでいるかについては，

，「トヨタ生産システム」に代

決のためには，上に指摘し

の発生源である「ものづく

ンド・イメージとして，

の開発であろうという点は，

の開発に向けて，産官学連

次項 であきらかにする。

表される「フレキシブル

生産システム

ような実績が

以上のよう

私たちのアジ

ジア太平洋文

」をはじめ，生産システムの

，今度は次世代の生産システ

な日本の技術開発力，日本企

ア太平洋地域は，実際に人類

明」の時代を築く展望を十分

革新で先進的な役割を果た

ム革新の実現に向けて発揮

業の生産システム改革力を

文明史上の「環境革命」の

持つことができるのではな

してきた実績がある。この

される可能性がある。

念頭におけば， 世紀に，

時代を拓き，歴史的に「ア

いかと考える。

１．「 世

村上泰

では，「

文明史上の新

．「 世紀システム」

――「環境革命」

紀システム」論のフレームワ

亮氏の問題提起――産業文明

アジア太平洋の時代」におけ

段階，「環境革命」の展開を

と「環境革命」

実現を拓く「 世紀システ

ーク

における「 世紀システム

る「アジア太平洋文明」形成

意味していることをあきらか

ム」の役割

」論

の可能性と，それが人類

にした。

では，さ

上における

はじめに，

くわしくあき

現代が人類

末からの産業

らに 世紀以降の産業文明に

「環境革命」実現を拓くうえで

産業文明における「 世紀シ

らかにしておく。

文明史上でも大きな時代の転

革命によって成立した産業文

おける「 世紀システム」

どのような役割を果たすか

ステム」の見方のフレーム

換期であることは認めつつ

明の時代の終焉とは理解せ

の展開が，この人類文明史

についてあきらかにする。

ワークについて，もう少し

も，これを必ずしも 世紀

ず，むしろ産業文明の「

（ ）



世紀システム」

と位置づける見

る産業文明と

立命館経済

，「 世紀システム」につぐ第

方を最初に明確に提示したの

世紀への展望――『技術パ

学（第 巻・第６号）

三の段階，つまり「 世紀シ

は， 年に発表された村上

ラダイム』論による一考察」

ステム」の到来の時代

泰亮氏の論文「転換す

（以下，村上論文 ）であ

り，さらに引き

年 月号掲載

※ 年７

上泰亮氏チ

上氏の筆に

同氏は，論文

続いて出された「 世紀シス

。以下，村上論文 ）。

月，大蔵省委託研究「ソフトノミ

ームによって『 世紀システムの

なると考えられるが，基本的な趣

の中で， 年代の今日

テムの中の時間」と題する論

ックス・フォローアップ研究会

展望』と題する報告書が出され

旨は同上二論文と同じである。

（執筆当時）， 技術発展の特徴

文である（『中央公論』

報告書」の一環として，村

ている。その主要部分は村

， 国内の社会・経済

状況， 国際関

いるという認識

産業文明の歴史

勢として，つぎ

産業文明

産業文明

産業文明

係，といった社会システムの

を出発点にして，このような

の中にどのように位置づけら

の三つの方向が考えられると

それ自体が終焉しつつある。

の中で，世紀を単位とするよ

の中で，たまたま落ちこみの

全体にわたって一つの大きな

現代の社会的・経済的転換が

れるかと問い，まずこれに対

する。

うな大きな段階の転換が生じ

深い景気循環の谷が訪れつつ

時代の転換期が訪れて

世紀産業革命以来の

する解答の基本的な姿

つつある。

ある。

同氏自身は，

ように，世紀を

「 世紀

「 世紀

「 世紀

村上氏によれ

の関係のあり方

「ばらばらな外

これらの姿勢の中で の方向

単位とする三つの段階に区分

システム」段階 世紀の産

システム」段階 年代か

システム」段階 年の石

ば，このような段階区分を基

」である。ただし，ここで

界制御知識の集まりではなく

をとるとした上で，さらに産

して考えられるという。

業革命から 年代までの第

ら 年代までの第二期。

油危機に始まる第三期。

礎づけているのは，「技術」，

「技術」という場合，同氏が念

，暗黙な世界イメージによっ

業文明の歴史はつぎの

一期。

つまり「外界と人間と

頭においているのは，

てある程度統合された

実用的知識の枠

われるべきもの

そこで，この

みると，まず前

出現するという

ための全体的パ

このような認

組み」であり， クー

であるという。

技術パラダイムという概念を

提として，一般に一つの段階

。つまり，第一は，「突破の

ラダイム」である。

識に立って，具体的に一つの

ン（ ）の用語でいえば，

使って具体的にどのように段

を形成する技術パラダイムは

ための部分的パラダイム」で

歴史段階が形成されるプロセ

「技術パラダイム」とい

階認識がなされるかを

，実際には二段構えで

あり，第二は，「成熟の

スがつぎのように理解

される。

「新しい時代

らない。 世紀

業に関するかぎ

新しい現象に適

ギリスの社会は

が出発するためには，突破の

システムでいえば，綿織物工

り生産性の向上も明らかとな

応しないし，さらに国際的な

長期間の混乱を経験したし，

ための部分的パラダイムが，

業を中心として部分的パラダ

る。しかし国内全体の社会体

経済秩序も急には調整できな

欧州での覇権がフランスから

まず成立しなければな

イムが成立し，その産

制は，にわかにはこの

い。たとえば当時のイ

イギリスに移るのにも

（ ）



大戦争が必

（その部分にお

ダイム』，と

「 世紀」の

要であった。結局，新しい時

ける生産性向上） 『国内的調

いう順序をたどって進行する

歴史的位置をめぐって（坂本）

代の登場は，『突破のための部

整』および『国際的調整』

と思われる。」（村上泰亮『新中

分的パラダイム』の成立

『成熟のための全体的パラ

間大衆の時代』中央公論社，

年， ペ

この点を各

分的パラダイ

ら 世紀にか

ための全体的

年代にかけて

えられた，

ージ。）

段階にそくして具体的にみる

ム」は綿織物工業を中心とし

けて，イギリスの主導の下で

パラダイム」は鉄道網を基幹

の四半世紀は，鉄道網の発展

世紀システムの爛熟期であっ

と，「 世紀システム」の場

た技術体系であり，これは

形成された。さらに 世紀

としたより広範な技術体系

を中心にした「成熟のため

た。

合には，「突破のための部

周知のように， 世紀末か

システムにおける「成熟の

であった。 年代から

の全体的パラダイム」に支

「 世紀シ

した技術体系

（ 年代から

くるが，まだ

期であったと

は自動車を

年（石油

他さまざま

ステム」についていえば，「突

であり，これは第一次世界大

第一次世界大戦に至るまでの時

「 世紀システム」における「突

されている）。さらに「 世紀

含んださまざまな耐久消費財

危機）までの四半世紀は，自

な耐久消費財産業にもとづく

破のための部分的パラダイ

戦から 年代に，アメリ

期は，電気技術や化学技術など

破のための部分的パラダイム」

システム」における「成熟の

を供給する技術体系であった

動車ばかりではなく，各種家

「成熟のための全体的パラダ

ム」は自動車産業を中心と

カの主導の下で形成された

さまざまな新技術が登場して

が登場しない，準備期・模索

ための全体的パラダイム」

。第二次世界大戦後から

庭電気・電子機器やその

イム」に支えられた，「

世紀システム

しかし，こ

では精緻化さ

減退していか

こうして，

し， 年の

村上氏は，

」の爛熟期であった。

のような「 世紀システム」

れ，他方では生産の大規模化

ざるをえない。また耐久消費

年代の大繁栄期に 世紀シ

「石油危機」を契機として終

技術パラダイム論を基礎にし

の，耐久消費財を基幹とし

をともなって発展をつづけ

財の需要は，その普及とと

ステムの「技術パラダイム

焉を遂げることになった。

て， 世紀末の産業革命以

た技術パラダイムは，一方

るが，その速度はしだいに

もに飽和の度を加えてくる。

」はその発展力を使い果た

来，二世紀にわたる産業文

明の時代（資

の時期を，一

テム，すなわ

索期としてい

発展が，その

術的支柱と理

村上氏は，

本主義経済の時代）の展開を以

世紀前の 年代から第一次

ち「 世紀システム」にとっ

る。そして，今日展開してい

ような 世紀システムにとっ

解している。

論文 では，技術パラダイム

上のように理解した上で，

世界大戦に至る時期になぞ

ての「突破のための部分的

る技術革新，とりわけマイ

ての「突破のための部分的

という場合，それを， 世

年代の今日（執筆当時）

らえ，新しい産業文明シス

パラダイム」の準備期・模

クロ・エレクトロニクスの

パラダイム」を準備する技

紀における綿織物工業，機

械工業，製鉄

気機械工業，

の時代の産業

パラダイムを

しかし，論

界像であり，

業，石炭業，鉄道業などの体

化学工業，石油産業，通信産

構造の特徴を列記するレベル

さらに統一したイメージで示

文 では，「このような各々

その意味でそれぞれの世紀

系，あるいは 世紀におけ

業などの体系，といったよ

で提示していた。したがっ

すことにはなっていなかっ

のパラダイムの出発点は，そ

は特有の戦略的概念をもつ」

る自動車工業，鉄鋼業，電

うに，具体的にはそれぞれ

て，それぞれの段階の技術

た。

れぞれに特有な技術の世

（『中央公論』 年 月号，

（ ）



ぺージ）とし

素，物質，エネ

ダイムにおける

立命館経済

，自然に対する人間の働きか

ルギー，情報のうち，どれを

中核になる技術に対する視点

学（第 巻・第６号）

けのシステム，つまり技術を

戦略的に重視するかによって

が決定されるとする。これを

構成する三つの構成要

，それぞれの技術パラ

結論的にいえば，つぎ

のようになる。

世紀の

世紀の

世紀の

「大衆消

村上氏は論文

技術パラダイムの中核概念は

技術パラダイムの中核概念は

技術パラダイムの中核概念は

費パターン」の変遷と「 世

で，「 世紀システム」，「

，「物質（モノ）」。

，「エネルギー」。

，「情報」。

紀システム」

世紀システム」，さらに「 世紀システム」を支え

る技術パラダイ

技術・需要・国

術先導社会であ

技術パラダイム

いう（『中央公論

そのような認

にモデル化して

世紀の

ムを上のようにモデル化した

内システム・国際システムの

るが，しかし技術を受けと

を長期的に支える力をもって

』 年 月号， ページ）。

識に立って，各世紀システム

いる。

技術パラダイムの発展は，ま

うえで，さらに「各世紀の産

四つの要素からなっている。

める需要なしには社会は安定

いるのは，けっきょく大衆規

における「大衆消費パターン

ず綿織物消費によって支えら

業化のパラダイムは，

産業社会はすぐれて技

しない」とし，「新しい

模の消費であろう」と

」の変遷をつぎのよう

れた。その後をついで

世紀パラダイ

た。

世紀の

動車の普及であ

化した電化され

では 世

な生活必需品の

ムを支えた第二の大衆消費

技術パラダイムを支える大衆

った。これにつぐ 世紀の大

た耐久消費財の続出であった

紀の技術パラダイムを支える

充足，さらに耐久消費財の充

は，鉄道のもたらす便益（サ

消費の本格的な出現は，

衆消費の波は，主として第二

。

大衆消費としてなにが期待で

足という状況が社会的にすす

ービス）への需要であっ

年代から本格化した自

次世界大戦以降に本格

きるか。衣食住のよう

むなかで，現代の大衆

消費の動向は

より即時的な消

で紹介した

よって長期的に

いては，その技

解である。

以上紹介して

「より手段的な消費」から「よ

費形態の有力な候補は，「サ

ような各世紀の新しい技術パ

支えられてきた。そして，そ

術パラダイムを支えるのは

きたように，村上氏の場合，

り即時的な消費」に転換しつ

ービス消費」ではないか。

ラダイムは，さらに以上のよ

のような視点からすれば，

「サービス消費」ではないか，

世紀末産業革命以来の産業

つある。そして，この

うな大衆消費の基盤に

「 世紀システム」につ

というのが村上氏の理

文明の時代，つまり資

本主義確立後の

た上で，その段

技術パラダイム

という要因を見

このような村

みる限り，それ

時代について，一世紀サイク

階的な展開を基礎づけるもっ

という概念で捉えられている

出している。

上氏が示した時代認識のフレ

ほど多くの関心が寄せられて

ルの段階的な展開がみられる

とも根源的な要因として，

――と， さらにそれを支え

ームワークについては，論壇

きたわけではなかったように

という歴史認識をおい

技術の体系――それは

る大衆消費のパターン

の表面に現れた結果を

みえる。しかし，筆者

（ ）



には，「 世

重要な提起

ステム―資

「 世紀」の

紀」という現代の時代認識を

となっていたように思われる

本主義の新段階』（東洋経済新

歴史的位置をめぐって（坂本）

整理する際，村上氏の以上の

。そのようなこともあって，

報社， 年）を著し，筆者な

フレームワークはかなり

かつて筆者は，『 世紀シ

りに「 世紀システム」

論を展開した

筆者がその

おかつ村上氏

った。

その最

代，その時

「生産システ

経緯がある。

ような作業に駆り立てられた

のフレームワークに対してい

大のものは，村上氏のフレー

代の技術の特徴が具体的に指

ム」のありようについて明確

のは，村上氏から多くの理

くつかの煮詰まり切ってい

ムワークの根幹をなす技術

摘されているが，技術体系の

な理論構築がなされていない

論的刺激をうけながら，な

ない論点を感じたからであ

パラダイム論では，その時

根幹をなすと考えられる

ということである。

村上氏が歴

その意義を多

方ではそれは

るいは 世紀

の体系，とい

る。したがっ

ムのレベルま

れているが，

史認識の基礎に技術の働きを

としなければならないと考え

， 世紀における綿織物工業

における自動車工業，鉄鋼業

ったように，具体的にはそれ

てそれは，必ずしもそれぞれ

で掘り下げて理解されている

結果としてはその時代，その

強調されたことは，筆者も

る。しかし，村上氏が技術

，機械工業，製鉄業，石炭

，電気機械工業，化学工業

ぞれの時代の産業構造の特

の時代に支配した固有の生

わけではない。歴史認識の

時代の特徴的な産業の，現

全く同感するところであり，

パラダイムという場合，一

業，鉄道業などの体系，あ

，石油産業，通信産業など

徴のレベルで捉えられてい

産技術の原理や生産システ

基礎に技術の働きが強調さ

象的な羅列にとどまってい

る。

また他方で

ネルギー，情

ここでは，逆

り各段階の技

このような

ルまでもう一

，論文 では，各歴史段階の

報というシステムを構成する

に各段階の技術の特徴があま

術パラダイムを集約する「生

状況をみると，技術パラダイ

段深めて理論構築を図る価値

技術パラダイムを技術の特

一般的な３つの基本概念の

りにも一般的な概念で示さ

産システム」の概念として

ム論をさらに「生産システ

があるのではないか，とい

徴が，一転して，物質，エ

レベルで集約されている。

れているにとどまり，やは

煮詰められていない。

ム・パラダイム」論のレベ

うのが前掲の拙著を書かせ

た，当時率直

村上氏

るのは，技術

一般的に，財

条件が整って

を指摘してい

題として理解

な気持ちであった。

の鋭い指摘にもかかわらず，

パラダイムの変遷と，それを

をつくり出す条件としての技

いなければ機能しないことは

るともいえる。しかし，技術

していこうとすると，その時

もう一つ煮詰まり切ってい

支える大衆消費パターンの

術パラダイムは，他方でそ

いうまでもない。その点で

パラダイムの問題をさらに

代，その時代の生産システ

ないのではないかと思われ

相互関係についてである。

の結果を消費する需要側の

は，ごくあたりまえのこと

生産システムのレベルの問

ムのありようは，それぞれ

の時代を支え

と深く関わっ

うのが，上に

２．生産シ

ここでの主

る大衆消費のパターン，もっ

ているように思われる。この

のべたことと合わせて，前掲

ステムと主導大衆消費財の歴

題は，村上氏の展開では必ず

と具体的にいえば「大衆消

点をもう少し深めてみる必

の拙著を書かせた筆者の関

史展開

しもあきらかでない生産シ

費財」の技術的なありよう

要があるのではないかとい

心事であった。

ステム革新とその背景にあ

（ ）



る大衆消費財の

に，それに至る

立命館経済

役割の視点から「 世紀シス

世紀， 世紀における歴史

学（第 巻・第６号）

テム」の構造をあきらかにす

展開を辿っておく。

ることである。はじめ

「 世紀

――

「機械制生産

資本主義社会

世紀の段

業場での単純な

新の出発点であ

システム」の生産システムと

「機械制生産システム」と「綿

システム」

としての産業文明を支える生

階に先立って，すでに

集団作業，つまり協業の成立

り，資本主義的な生産システ

主導大衆消費財

製衣料」

産システムの革新は，その本

世紀にその端を発している。

である。これは，ここで問題

ムの最もプリミティブな形態

格的な成立を意味する

その端緒は，一つの作

とする生産システム革

，初期マニュフアクチ

ュアといわれる

（以下，このよう

発しており，こ

つぎの段階は

紀半ばころから

そこでは，使わ

に比べれば，格

に依拠している

ものの成立をもたらした。

に成立時期を示す場合は，基本

れが以後の資本主義システム

，分業原理の導入による作業

見られたことであり，それは

れていた作業手段はまだ手足

段に高い生産性を実現した。

限りは，その発展に大きな限

それは，ヨーロッパではすで

的にヨーロッパ先進諸国の場合を

の出発点となる。

組織の変革である。これはヨ

本来的なマニュファクチュア

で直接操作する素朴な道具で

しかし，生産システムのレベ

界があった。そして，この壁

に 世紀の段階に

念頭においている）端を

ーロッパ諸国では 世

の成立をもたらした。

あったが，単純な協業

ルは，作業手段を道具

を突破したのが，この

作業手段の変革

けてのことであ

る。

その内容は，

とその体系的な

よる機械の体系

盤技術は，物質

であった。この変革が社会的

り，ヨーロッパでもとくにイ

第一に，直接作業を担う労働

導入であった。さらに動力源

的な結合であった。このよう

（モノ）を処理する基本技術

に集中的に展開したのが 世

ギリスがこれをリードしたこ

手段の変革，つまり単なる道

を担う手段の変革，つまり蒸

な生産システムの革新を基礎

，機械技術の発展であった。

紀半ばから 世紀にか

とは周知のとおりであ

具にかわる機械の成立

気機関の導入とそれに

づけた技術，つまり基

このような「機械制生

産システム」の

産システムを形

「綿製衣料」

イギリスがリ

に際して，その

世紀型生産シ

形成がいわば「 世紀型生産

成し， 世紀の近代社会を支

ーダーとなった 世紀末から

牽引力となったプロダクト

ステムを生みだした 世紀末

システム」ともいうべき，一

える生産システムの型を確立

の生産システムの革新，機械

・イノベーションは，「綿製衣

からのイギリスの産業革命が

つの独自のタイプの生

することになった。

制生産システムの形成

料」の普及であった。

，産業的には綿加工業

（綿紡績および綿

とは周知のとお

費財」の普及で

周知のように

力に富み，吸湿

が容易で，繰

織物工業）における機械の体

りであるが，その背景にあっ

あった。

，綿織物は， 肌ざわりが柔

性を備えている， 染料の浸

り返し洗 ができる，など，

系的導入と経営革新を主導的

たのは，綿製衣料という，当

らかい， 繊維が中空になっ

透が容易で染色し易く，色沢

衣料として優れた特質をもっ

な力として展開したこ

時の革新的な「大衆消

ているので軽くて保温

が鮮やかである， 洗

ている。このような材

（ ）



質をもった綿

い。

元来，毛織

「 世紀」の

織物が，とくに下着として最

物や麻織物（リンネル），絹織

歴史的位置をめぐって（坂本）

適の素材であることは，今

物が伝統的な織物であった

日に至っても変わっていな

西ヨーロッパに，このよう

な革新的な衣

てであり，

ギリス東イン

工業に新たな

綿紡績や綿織

の興隆を促す

このように

料素材である綿織物が登場す

世紀末にインド航路が発見さ

ド会社による大量のキャラコ

市場を展開させた。そして，

物技術の相次ぐ革新を引き起

ことになった。

世紀半ば以降，紡績・織物

るのは，インドの綿織物，

れて以降のことである。と

の輸入とキャラコ輸出市場

このような綿織物市場の展

こし，機械制生産システム

技術の分野でもとくに綿加

通称キャラコの輸入によっ

くに， 世紀後半以降，イ

の開拓は，イギリス綿織物

開は， 世紀半ばになると

にもとづく新しい綿加工業

工業の分野で機械制生産シ

ステムが急速

の綿織物にた

らべて技術的

は，均質で引

いずれにし

の生産システ

また綿加工業

ステム革新と

に展開することになった背景

いする急速な需要の増大とい

に機械化に適していたという

っ張りに強く，機械化にきわ

ても，綿製衣料という革新的

ムの革新が 世紀型生産シス

を 世紀の基幹産業としての

綿加工業の興隆をリードした

については，上記のような

う事情と同時に，さらに素

事情も大きかった。つまり

めて馴染み易いという特質

な大衆消費財の登場が牽引

テムとしての機械制生産シ

位置に押し上げることにな

イギリスが， 世紀に，い

，革新的な衣料素材として

材としての棉花が羊毛にく

，植物性繊維としての棉花

があったのである。

力となった綿加工業分野で

ステムを生み出し，それが

った。そして，この生産シ

わば「世界の工場」として

世界市場に

とになった。

「 世

――

「連続式・

世紀末か

君臨し，政治的には， 世紀

紀システム」の生産システム

「連続式・流れ作業型生産シス

流れ作業型生産システム」

ら 世紀にかけて生産システ

の国際政治秩序，「パクス・ブ

と主導大衆消費財

テム」と「耐久消費財」

ムの新しい革新がすすみ，

リタニカ」を形成するこ

新しい生産システムのパラ

ダイムが形成

システムの相

第一は作業

成の革新であ

もう一つは機

ム」の採用で

第二は管理

された。この新しい生産シス

関連する二つのサブ・システ

システムでの革新であり，分

った。その内容は，一つは素

械加工と組立の分野における

あった。

システムの基本的な要素であ

テム革新は，作業システム

ムの革新から成っていた。

業原理にもとづく作業組織

材生産分野における連続式

流れ作業型の工程編成，い

る管理組織の変革であり，

と管理システムという生産

の具体的なあり方，工程編

の機械・装置の導入であり，

わゆる「フォード・システ

連続式・流れ作業型の作業

システムに対

これは一言

ムの形成であ

働対象の流れ

さらにそれら

ビナート）の

応した管理システム，「ライ

でいえば，「連続式・流れ作

った。このような工程編成と

に従って垂直的に連関するさ

をとりわけ一つの場所に集

成立をもたらした。

ン・アンド・スタッフ型管理

業型生産システム」と呼ばれ

管理組織の互いに連関した

まざまな工場を一つの生産

中する，いわゆる「一拠点集

組織」の採用であった。

るべき新しい生産システ

生産システムの革新は，労

システムの中に組織化し，

中型」の工場結合体（コン

（ ）



このような生

機関技術であり

の革新は，「

立命館経済

産システムの革新を基礎づけ

，総じていえば，エネルギー

世紀型生産システム」に対し

学（第 巻・第６号）

た中核的な基盤技術は，電機

を処理する技術の発展であっ

て，「 世紀型生産システム」

技術，化学技術，内燃

た。この生産システム

ともいうべき固有のタ

イプをもつ生産

この生産シス

はじまり，この

となった。

「耐久消費財

アメリカがリ

システムを形成することにな

テムの革新は，周知のように

時期に展開した新しい資本

」

ーダーとなって展開した 世

った。

世紀末から 世紀前半にア

主義社会のモデル，「 世紀シ

紀末からの生産システムの革

メリカを先導国として

ステム」の重要な基盤

新，連続式・流れ作業

型生産システム

動車を先駆けと

ような 世紀型

システム（

で実現された流

とおりである。

消費財という，

この新たな大

の形成に際して，その牽引力

した，いわゆる「耐久消費

生産システムの形成は，具体

れ作業型工程編成とライン・

このことが象徴するように，

新たな革新的な「大衆消費財

衆消費財としての耐久消費財

となったプロダクト・イノベ

財（機械製大衆消費財）」の普及

的には 世紀後半以降のいわ

）」の形成として展開したが，

アンド・スタッフ型管理組織

世紀型生産システムの形成

」の登場であった。

の登場は，それら自身がこの

ーションは，今度は自

であった。上にのべた

ゆる「アメリカ的生産

その極致が自動車工場

であったことは周知の

を牽引したのは，耐久

段階の新たな基盤技術

にもとづくプロ

ロダクト・イノ

気・電子技術の

に組立型製品の

な 世紀型生産

また，これら

の大量生産を喚

ダクト・イノベーションの成

ベーションの成果であったし

もたらした成果であった。そ

生産システムを大きく革新す

システムの内実を形成するこ

機械製の大衆消費財の大量生

起し，鉄鋼や化学製品などの

果であった。自動車は内燃機

，さらに各種の家庭用電気機

して，このような機械製大衆

ることになったのであり，そ

とになった。

産・大量消費は，鋼や合成樹

装置型生産システムの革新，

関技術がもたらしたプ

器はいうまでもなく電

消費財の普及が，とく

の結果が上にみたよう

脂をはじめとする素材

連続化を大きく促進し

た。また特に自

ムの連続化を促

な側面からも大

こうして，耐

立型機械産業の

生み出し，それ

し上げた。そし

動車の大量普及は，燃料とし

進した。連続式生産システム

いに促進された。

久消費財という新しいタイプ

分野での生産システムの革新

がまた自動車製造や家庭電器

て，この生産システムの革新

てのガソリンの大量需要を喚

としての 世紀型生産システ

の革新的な大衆消費財の登場

が 世紀型の連続式・流れ作

製造などの組立型機械産業を

と新しいタイプの機械産業の

起し，石油精製システ

ムの形成は，このよう

が牽引力となった，組

業型の生産システムを

世紀の基幹産業に押

興隆をリードしたアメ

リカが新しい

代わり， 世紀

３．「 世紀

ここでの主題

る大衆消費財の

「世界の工場」として世界市

の国際政治秩序，「パクス・

システム」における大衆消費

は，村上氏の展開では必ずし

役割の視点から「 世紀シス

場に君臨することになり，「パ

アメリカーナ」を形成するこ

パターンと生産システム

もあきらかでない生産システ

テム」の構造をあきらかにす

クス・ブリタニカ」に

とになった。

ム革新とその背景にあ

ることである。そこで
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はじめに，こ

費財の登場に

これを踏ま

「 世紀」の

れまでに至る 世紀， 世紀

ついて辿ってみた。

え，さらに「 世紀システム

歴史的位置をめぐって（坂本）

における生産システムの革

」における生産システム革

新とそれを牽引した大衆消

新とそれを牽引する大衆消

費財について

この点に関

の都度，力点

第一は，

ある。そこで

ピュータ情報

ム」というこ

考える。

して筆者は，すでにこれまで

の置き方が変わった経緯があ

年，『 世紀システム――

は， 作業手段における自動

処理システムの導入による

ともできる）の形成，つまりこ

三度にわたり考えを表明す

る。

資本主義に新段階』（東洋経

制御型機械体系の採用，

「フレキシブル生産システム

れまでの連続式・流れ作業型

る機会があった。そしてそ

済新報社）の中での見解で

管理システムにおけるコン

」（「多品種・大量生産システ

生産システムで確立され

た連続的大量

ステムの確立

ーズの一般化

第二は，

解である。そ

しつつ，むし

そうとした。

の重要性が増

生産を保持しつつ，これと多

を強調した。そして，それを

という社会状況があることを

年，「『 世紀システム』

こでは，それまでの「物財」

ろ「サービス財」「情報財」

そして，それを牽引する消費

していることを強調した。

仕様製品の注文生産を結合

牽引する消費サイドの要因

あきらかにした。

と生産システム」（『立命館経済

の生産のありように引き寄

の広がりを視野に入れた生産

サイドの要因として，村上

する新しいタイプの生産シ

として，製品の多仕様化ニ

学』第 巻第２号）での見

せられた筆者の視野を反省

システム革新の見方を示

氏のいう「サービス消費」

第三は，

紀を人類文明

ステム革新の

に至るまでの

向けた生産シ

以上を踏ま

る生産システ

年，『アジア太平洋時代の

史上の「アジア太平洋の時代

役割を論じた。したがってそ

大量生産・大量消費社会に対

ステム革新を提起した。

え，いま筆者に求められてい

ム革新論として以上の三つの

創造』（法律文化社）での見解

」と理解する視野から，こ

こでは，地球環境問題重要

する，新しい社会のあり方

るのは，まず第一に，筆者

要素を整合的，統一的に理

である。そこでは， 世

の時代に求められる生産シ

化の認識を背景に， 世紀

，資源循環型社会の構築に

の 世紀システム論におけ

解する仕組みを提示するこ

とである。

「アジア太平

役割を果たす

三つの

はじめに，

三つの理解に

さらにそのなかで， であき

洋文明」の到来に際して，「

ことを具体的に示すことであ

生産システム革新の位置づけ

これまでに私自身が表明して

ついて，それらの位置づけを

らかにした人類文明史におけ

世紀システム」としての生

る。

きた「 世紀システム」と

あきらかにしておく。

る「環境革命」の実現と

産システム革新が積極的な

しての生産システム革新の

この点は，

その接近のス

前二者の理

たものである

景とした「フ

で一般化して

すでに上記の紹介のなかであ

タンスが異なっている。

解はいずれも現実にすでに大

。第一の理解， 世紀の生産

レキシブル生産システム」に

いる状況をモデル化したもの

きらかであるが，第一，第

きな流れとして展開してい

システム革新のエッセンス

みる見方は，今日，伝統的

である。他方，伝統的な物

二の理解と第三の理解では

る具体的な状況を理論化し

を製品多仕様化ニーズを背

な物財生産システムの世界

財生産からサービス財，情

（ ）



報財といったソ

の変化・多様化

ることを提起し

立命館経済

フト財の生産に舞台を移した

を念頭においた，より広い視

たものである。

学（第 巻・第６号）

第二の理解は，今日展開して

野からの生産システム革新の

いる「財」の供給構造

理解が必要となってい

この第二の理

テム革新の意義

今日大きく拡大

増していること

性が失われてい

の「財」の供給

なければならな

解の提起は，筆者の説明不足

を無視するかのような印象

し，サービス財や情報財など

は事実であるが，いわゆる

るわけではない。「 世紀シ

構造の多様化を念頭に置き，

いというのが，筆者の本旨で

から，これまで重視していた

を与えることになった。しか

のいわゆるソフト財の生産分

「ものづくり」の分野である伝

ステム」における生産システ

物財生産，ソフト財生産の両

ある。その意味で，私の理解

物財分野での生産シス

し，「財」の供給構造が

野が拡大し，重要さを

統的な物財生産の重要

ム革新の理解は，今日

面から総合的になされ

のなかでは，第一の理

解は依然として

これに対して

した，理念的な

テムの新しいあ

「フレキシブル

れまでの伝統的

とする試みをモ

この第三の理

意義をもっている。

第三の理解は， 世紀におけ

モデルの提示の性格を持って

り方を提起している。しか

生産システム」と相反するも

な物財生産システムの基盤の

デル化したものである。

解に示されたモデルの実現可

る地球環境問題の解決への接

いる。それは特に物財生産の

し，それは，上記第一の理解

のを提起しているものではな

うえに，資源循環型の新しい

能性は，つぎに問題とする

近という目標を前提と

分野における生産シス

で示されている今日の

い。むしろそれは，こ

システムを結合しよう

「 世紀システム」の生

産システム革新

である。ここで

つ，この点をあ

「 世紀

――大

以上 でみた

が人類文明史における「環境

改めて，この第三の理解で示

きらかにする。

システム」の生産システム革

衆消費財大量生産システムか

ように，この三世紀ほどの欧

革命」の実現にいかに貢献し

した生産システム革新のモデ

新と「環境革命」の実現

ら「資源循環型生産システム

米主導の近代産業文明の発展

うるかの鍵となるもの

ルを具体的に確認しつ

」へ

を牽引してきたプロダ

クト・イノベー

革新的な大衆消

しかし，今日

逆に私たちの生

活とそれを支え

せているのであ

結果が，人間の

ションと生産システムの革

費財の創出と，それを支える

私たちは，大きなジレンマに

活環境の破壊が進み，これが

る大量生産活動が，同時に大

る。さらに，この数世紀にわ

生存基盤である地球の自然環

新は，ひとことでいえば，「大

「大量生産型」の生産システ

陥っている。私たちの豊かな

脅かされるという状況が進ん

量の廃棄物を排出し，それが

たる近代文明の大量生産・大

境の破壊という深刻な問題を

量消費」を前提とする

ム革新であった。

消費生活の結果として，

でいる。豊かな消費生

逆に生活環境を悪化さ

量消費の営みの蓄積の

引き起こしている。ま

た，私たちが消

的制約を十分認

しかし他方で

生活を後退させ

きた生活水準の

はよりいっそう

費する地球資源についても，

識しておかなければならない

，私たちはこれまで社会的に

ることはできない。また，発

成果を導入し，享受しようと

大きな，安定した世界の経済

短絡的な結論は避けなければ

状況に直面している。

蓄積してきた，大衆消費財の

展途上の国々の人々がこれま

するのは当然のことである。

成長が必要とされることにな

ならないが，その物理

消費に依拠した豊かな

でに先進国が実現して

そのためには，私たち

る。こうして，今私た
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ちは，かけが

同時に果たし

しかし，

「 世紀」の

えのない地球環境を守ること

ていかなければならないとい

この「持続可能な発展（開発）

歴史的位置をめぐって（坂本）

と，より豊かな生活をつく

う，大きなジレンマに直面

」という課題を解決すること

り出すという二つの課題を

している。

，少なくともその解決に

道筋をつける

「アジア太平

題である。ま

創造したと，

この点につ

するかという

年話題になっ

ことは， 世紀地球社会の最

洋の時代」といわれる際に，

た，この課題を解決してこ

のちの時代に評価されること

いては，結論的にいえば，経

ことに行き着かざるをえない

てきている「逆工場」のコン

大の挑戦課題である。そし

アジア太平洋地域が先進的に

そ，「アジア太平洋の時代」は

になるであろう。

済合理的な「資源循環型生

。そして，この点を考える

セプトである。

て，これこそが， 世紀が

担わなければならない課

「アジア太平洋文明」を

産システム」をいかに開拓

上で，参考になるのは，近

「逆工場（

今日，循環

れていること

る。しかし，

に見ると，大

行われる活動

資源リサイ

インバース・マニュファクチ

型社会の構築に向けて，資源

は，周知のとおりである。も

このような資源のリサイクル

量生産・大量消費の「順工程

であるということである。

クルは，製品そのものが比較

ャリング）」の発想

のリサイクルのための努力

とより，このような努力が

には，限界がある。それは

」をもとのままにした，廃

的単純な素材の加工品であ

がさまざまな形ですすめら

もつ意義は大きなものがあ

，技術的にその本質を冷静

棄物処理の代替手段として

る場合，たとえば紙素材，

ガラス素材，

現代の代表的

車や，電気電

も，なかなか

り困難である

そこで，製

の処理の一つ

衣料素材などのリサイクルの

な大量生産・大量消費製品で

子製品，パソコンのような場

経済的合理性を確立しにくい

。

品コンセプトおよび生産シス

のあり方としてリサイクルを

場合には，大きな力を発揮

ある，高度加工型の機械製

合についてみると，コスト

ものであり，これによって

テムをこれまでのままにし

考えるというこれまでの思

することがある。しかし，

耐久消費財，たとえば自動

的にも，素材バランス的に

利益を生み出すことはかな

て，その消費結果（廃棄物）

考から脱却し，あらかじめ

資源循環を

うという考

リング）」の

このよう

（日刊工業新聞

「逆工場」

前提にしたものづくりの方式

え方が生まれてきているわけ

動きである。

な動きの考え方と具体例を提

社， 年）によって，この

の基本原理

，つまり，「資源循環型生産シ

である。これが「逆工場（イ

示している吉川弘之氏と

考え方をもう少し具体的に紹

ステム」の構築をめざそ

ンバース・マニュファクチャ

研究会の著書『逆工場』

介しておく。

「逆工場」

最小化するよ

その基本原理

第一，資源

製品ライフサ

第二，ライ

の考えは，製品ライフサイク

うな，製品ライフサイクル・

を，つぎの二つの点で示して

消費量と廃棄物量の削減。廃

イクルの実現」。

フサイクルの閉ループ循環化

ル全体として資源消費量，廃

システムを構築することを

いる（前掲書， 頁）。

棄物処理場問題の解決を実

を促進する「ものの販売か

棄物，および環境負荷を

めざしている。前掲書は，

現する「より小さな循環型

ら，ものの発揮する機能と

（ ）
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図１ 「逆工

学（第 巻・第６号）

場」の基本コンセプト

（出所

してのサービス

この際，これ

これらのことを

さな循環型製品

） 吉川弘之＋ 研究会編著『逆工場
年， ページ。

の提供への，価値観の転換」

ら二つは別々のものではなく

もう少し別の言葉でいえば

ライフサイクル」を技術的に

―見えてきた製造業これからの 年』

。

，相互補完的な関係にあるこ

，まず第一の原理は，製品開

開発することである。しかも

日刊工業新聞社，

とが強調されている。

発戦略として，「より小

これをたんに環境対策

技術としてでは

る。このような

のレベルを超え

に進まないから

すでに自動車

のコスト削減が

造の「順工程」

なく，新しいビジネスチャン

新しい考え方を本当に現実の

て，これを一つのビジネスに

である。

や電気・電子製品，いずれの

図られ，もはやこれ以上，コ

だけを見れば確かにそうで

スを拡大する製品開発戦略と

ものとしようとすれば，たん

して成りたつものとしなけれ

製品をとってみても，各社間

スト削減は不可能なようにみ

あるが，「逆工程」より，製品

して実現することであ

に環境対応的な考え方

ば企業のレベルでは前

の競争の中でギリギリ

える。しかし，製品製

のメンテナンスやアッ

プグレード，あ

コストの多くは

コストの削減を

ータルにはより

れば，これは新

ここで「より

製品に循環させ

るいは使用済み製品の回収処

，たいてい消費者の外部的負

折り込んだトータルな製品ラ

効率的で，低コストの新しい

しいビジネスチャンスを切り

小さな」というのは，別の製

るということである。このよ

理などの段階まで考慮に入れ

担となっている。そこで，た

イフサイクル・マネジメント

資源循環型製品のコンセプト

拓くことが可能となる。

品にリサイクルするよりも，

うな積極的な技術的工夫が

ると，それらに必要な

とえばこれらにかかる

を消費者に提示し，ト

を提示することができ

可能な限り同一種類の

「逆工場」の基本原理の

意味するところ

以上のような

図１のようにな

価値観の転換

しかし，以上

である。

クローズド・ループ・システ

る。

――ものの販売から，サービ

のような「逆工場」の考え方

ムとしての資源循環型システ

ス機能の販売へ

を社会的に実現するには，も

ムをモデル化すれば，

う一つ，消費者サイド

（ ）



に越えなけれ

でないという

いう価値観

「 世紀」の

ばならない壁がある。それは

ことである。私たちは，これ

をもってきた。しかし，「逆工

歴史的位置をめぐって（坂本）

，消費者は必ずしも各種の

までの消費社会で長い間，

場」の考え方を実現化するた

消費財の所有者となるわけ

「消費者＝財の所有者」，と

めには，このような価値

観を転換する

今，私たち

にしろ，個人

が発揮するサ

テレビセット

て考えてみる

サービス機能

必要がある。それが，第二の

が，自動車を購入するのはな

的な楽しみのためにしろ，場

ービス機能を手に入れるため

が受像するさまざまな情報サ

と，私たちがハードウェアと

が欲しいからである。

原理の意味である。

ぜかということを考えてみ

所間の移動の便宜，つまり

である。テレビセットとい

ービスを手に入れるためで

しての財を所有しようとす

ると，それは，ビジネス用

自動車というハードウェア

うハードを購入するのは，

ある。要するに，つきつめ

るのは，それが，発揮する

そのように

れば，それを

このような

「逆工場」の

観の転換を促

環型製品ライ

ンスの連鎖を

「逆工場」

考えると，私たちは，より良

発揮するハードウェアの所有

「ものの入手から，サービス

考え方を現実のものとしてい

進するような，より良質で，

フサイクルのマネジメントを

社会につくり出していくこと

論が描く，新しい「資源循環

質のサービスを，より低い

者となることは必ずしも必

の入手へ」という消費者サ

く上で重要である。そして，

低コストのサービス機能を

企業側が提供することによ

にもなる。

型生産システム」の世界は，

コストで入手できるのであ

要のないことになる。

イドでの価値観の転換が，

このような消費者の価値

提供できるような，資源循

って，新しいビジネスチャ

おおよそ以上のようなも

のである。

「アジア太

大衆消費財

示す「資源循

と考える。

実際にそれ

ゼロックス

平洋の時代」をつくり出す

の大量生産システムからの克

環型生産システム」の構築は

へ向けての実際の取り組みも

が進めている，コピー・マシ

世紀の生産システム革新が，

服をめざさなければならない

，そのための重要な示唆を

進み，成功例もいくつか現

ンのリサイクル・システム（

これまで三世紀にわたる

とすれば，「逆工場」論の

与えてくれるのではないか

れている。たとえば，富士

リサイクル部品を使って新製

品を製造する

はその一例で

このような

の世界に広く

に直面する

場」の生産シ

というのが私

）や，富士フィルムのインス

ある。

「資源循環型生産システム」

浸透していくには，それぞれ

わけであり，まだまだ時間を

ステム革新がこれまでの単純

の考えである。

タント・カメラ，「写ルンです

が，これまで長い間続いて

の分野で具体的に克服しな

要することは確かである。し

な大量生産システムを革新

」の循環型生産システム

きた大量生産のものづくり

ければならない技術的課題

かし，基本的には，「逆工

する基本方向ではないか，

「資源循環

以上，「

生産システム

先にものべ

に具体化さ

型生産システム」の歴史的役

世紀システム」の生産システ

」の形成について確認した。

たように，これはそれ以前

れたこれまでの大量生産シス

割

ム革新として筆者が提示した

に提示した第一の理解，「フレ

テムの基盤を決して否定する

第三の理解，「資源循環型

キシブル生産システム」

ものではない。「逆工場」

（ ）



に象徴される

てこれまでの大

このモデルが

立命館経済

「資源循環型生産システム」の

量生産システムの革新を図ろ

現実化することになれば，そ

学（第 巻・第６号）

要点は，ものづくりの新しい

うとするところにある。

れは歴史的に二重の役割を果

哲学・理念にもとづい

たすことになるであろ

う。

第一に，いう

ステムの革新を

さらに第二に

循環型生産シス

境革命」の実現

こうして，今

までもなくそれが， 世紀，

実現することになる。

，ここではこの点が大切な点

テム」の構築が，同時に，人

を拓く生産システム革新とし

日「 世紀」をみる二つの見

世紀の生産システム革新と

であるが，この 世紀の生

類文明史における新段階，第

ての役割を果たすことになる

方，産業文明についての「

対比される物財生産シ

産システム革新，「資源

六の画期としての「環

ということである。

世紀システム」論的な

見方と，人類文

いう生産システ

４．「資源循

この 世紀生

アジア太平洋地

たように，アジ

一つはこの点に

明史についての「第六の画期

ムの革新において接合してく

環型生産システム」の開発と

産システム革新の鍵を握る

域は実際にどのような貢献を

ア太平洋地域が人類文明史上

かかっている。

」論，「環境革命」論的な見

ることになる。

アジア太平洋地域の貢献

「資源循環型生産システム」の

なしうるのであろうか。すで

の「環境革命」に貢献できる

方は，「資源循環型」と

開発において私たちの

に の終わりで言及し

かどうかの最大の軸の

結論的にいえ

すでに日本は

「資源循環型

「逆工場（インバ

連携のプロジェ

リング・フォー

「リサイクル

ば，この点でも具体的に日本

この点で先進的な役割を果た

生産システム」の実現に具体

ース・マニュファクチャリング

クトとして動き出している。

ラム」がそれである。

は経済性がわるい。儲からな

の貢献が決定的に重要である

しつつある。

的な方向づけをあたえるもの

）」の考え方が日本から発信さ

年に発足した「インバー

い」といわれるように，この

。

として，先に紹介した

れ，その実現が産官学

ス・マニュファクチャ

インバース・マニュフ

ァクチャリング

かし，長期的な

を十分もつもの

その際，やは

実現する生産シ

済性を成り立た

私は，日本企

型の循環型生産も短期的には

展望に立てば，経済的にも成

であると考えられる。

り鍵となるのは，新しい発想

ステムの革新を担う日本企業

せる技術基盤がなければ，絵

業がこのプロジェクトのもつ

，必ずしも経済性が良いもで

り立つ次代の生産システムと

にたつ既存製品の改革や新製

の技術開発力であろう。どの

に描いた餅にとどまるからで

人類文明史的使命を自覚し，

はないと思われる。し

して確立される可能性

品開発，そしてそれを

ようなアイデアも，経

ある。

その技術開発力を今こ

そ発揮して欲し

（

下）』

いと願っている。

）

年，ダイヤモンド社）。
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